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第28号
議案

第29号
議案

第30号
議案

第31号
議案

第32号
議案

第33号
議案

第34号
議案

可決
固定資産税の課税誤りについて、町の責任者として
の責任を明らかにし、町長の給料を減額支給する。

町長の給料の特例に関す
る条例の制定について

第26号
議案

結 果内 容議 案区 分

平時における防災会議の諮問機関としての機能を
強化するとともに、災害発生時における応急対策を
効果的に実施できるように、防災会議と災害対策本
部の所掌事務を見直す。

教育委員の任期満了に伴い、田口英信氏を教育委員
会教育委員に任命する。

従前の予算に２億5,884万円を追加して、総額を55
億9,276万円にする。

従前の予算に１億1,882万円を追加して、総額を22
億2,344万円にする。

従前の予算に1,287万円を追加して、総額を１億
9,659万円にする。

従前の予算に２万円を追加して、総額を４億334万
円にする。

過年度の固定資産税還付のため、従前の予算に
1,000万円を追加して、総額を53億3,391万円にす
る。

基山町職員の勤務時間、
休暇等に関する条例の一
部改正について

基山町防災会議条例及び
基山町災害対策本部条例
の一部改正について

基山町教育委員会教育委
員の任命について

平成24年度基山町一般会
計補正予算（第４号）

平成24年度基山町国民健
康保険特別会計補正予算
（第２号）

平成24年度基山町後期高
齢者医療特別会計補正予
算（第１号）

平成24年度基山町下水道
特別会計補正予算（第２
号）

専決処分の承認を求める
ことについて（平成24年
度基山町一般会計補正予
算（第３号））

第27号
議案

歳 入： 3億8,816万6,630円
歳 出： 3億7,461万4,130円
差引残額： 1,355万2,500円

平成23年度基山町下水道
特別会計歳入歳出決算の
認定について

第38号
議案

可決

可決

同意

可決

可決

可決

可決

承認

白血病の有効な治療法として骨髄移植に加え、末梢
血幹細胞移植が確立されたため、末梢血幹細胞を提
供する場合にも休暇を取得できるようにする。

認定
歳 入： 56億9,001万9,004円
歳 出： 55億5,426万8,336円
差引残額： 1億3,575万 668円

平成23年度基山町一般会
計歳入歳出決算の認定に
ついて

第35号
議案

認定
歳 入： 21億4,848万7,720円
歳 出： 20億1,327万9,033円
差引残額： 1億3,520万8,687円

平成23年度基山町国民健
康保険特別会計歳入歳出
決算の認定について

第36号
議案

認定
歳 入： 1億6,861万5,409円
歳 出： 1億6,586万7,596円
差引残額： 274万7,813円

平成23年度基山町後期高
齢者医療特別会計歳入歳
出決算の認定について

第37号
議案

認定

平 成 24 年 第 ３ 回 定 例 会平 成 24 年 第 ３ 回 定 例 会

こ ん な こ と が 決 まこ ん な こ と が 決 まこ ん な こ と が 決 ま
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22222222 億億億億億億億億 55555555,,,,,,,,888888888888888844444444 万万万万万万万万 円円円円円円円円 をををををををを 追追追追追追追追 加加加加加加加加2 億 5,884 万 円 を 追 加2 億 5,884 万 円 を 追 加
予 算 総 額 は 55 億 9,276 万 円 に

一般会計の主な補正内容一般会計の主な補正内容

特例公債（赤字国債）法案が国会で可決されていないことの影響について質問が出た。県には
大きな影響が出るが、基礎自治体（町）への交付金は予定どおりとの説明を受けた。

(歳入) 固定資産税 △2,297万円
国の補正率変更による家屋分の見込み額減

(歳入) 地方交付税 2億7,945万円
今年度分の額の確定 累計10億3,755万円

(歳入) 県補助金 2,510万円
人・農地プラン、住宅リフォーム、災害復旧費ほか

(歳入) 基金繰入金 △ 1億9,666万円
繰越金決定による財源調整

(歳入) 繰越金 1億2,075万円
平成23年度決算による額の決定

平成24年度 一般会計 補正予算（第４号)

(歳出) 予防接種委託料 594万円
ポリオ生ワクチンの集団接種から不活化ワ

クチンの個別接種へ改定されたため

(歳出) 住宅リフォーム緊急助成事業補助金
1,975万円

20万（県補助）＋５万円上乗せ（町補助）×79件分

(詳細は、まちづくり推進課へ）

(歳出) 農地農業用施設災害復旧費
1,420万円

平成24年７月梅雨前線豪雨による災害の復旧費

(歳出) 公共土木施設災害土砂等撤去手数料
1,720万円

平成24年７月梅雨前線豪雨による災害の復旧費

(歳出) 浄化槽設置整備事業補助金
248万円

６基分の補助金を追加

(歳出) 区公民館建設等に対する補助金
400万円

第11区公民館新築に対する補助金

(歳出) 長期債元金償還金 1億1,390万円
金利が高い元金を繰上償還するための財源

国民健康保険 特別会計 補正予算国民健康保険 特別会計 補正予算

1 億1,882万円を追加
予算総額 22億2,344万円

歳入の主な内容

被保険者保険税の額の確定

高額医療費への交付金

収納率が高い自治体への交付金 ほか

歳出の主な内容

保険療養給付費負担金の増加 ほか

後期高齢者医療 特別会計 補正予算後期高齢者医療 特別会計 補正予算

1,287万円を追加
予算総額 1億9,659万円

下水道 特別会計 補正予算下水道 特別会計 補正予算

2 万円を追加
予算総額 4億334万円

歳入歳出それぞれ1,000万円を追加

過年度の固定資産税に還付の必要が生じ、一般

会計に予算の補正が急務なために実施された。

これは、木造併用住宅の固定資産税について平

成15年評価替えの時点から現在に至るまでの課

税誤りが発覚したため。

議会では、専決処分のあり方や今後の再発防止

のためのマニュアル作成などを強く要望した。

専決処分による一般会計 補正予算（第 3号）
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平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成22222222222222222223333333333333333333年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度一一一一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般般般般・・・・・・・・・・・・・・・・・・・特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計決決決決決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算算算算算平成23年度一般・特別会計決算平成23年度一般・特別会計決算

3億8,816万円 3億7,461万円

1億6,861万円 1億6,586万円

21億4,848万円 20億1,327万円

歳 入 歳 出

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

下 水 道 1,355万円

274万円

1億3,520万円

差 引 額

一般会計の主な指標と推移

平成23年度

特別会計

経常収支比率

51.9％52.3％51.7％

歳出の中で借金返済の割合。少ない方が
町運営の自由度が高い。

通常の収入のうち町運営に必ず必要な金
額の割合。率が低いほど財政の弾力性が
ある。

自 主 財 源 率

平成23年度平成22年度平成21年度

収入のうち町税など基山町が自主的に収
入できる財源の割合。率が高いほど財政
にゆとりがある。

説 明

14.9％14.3％16.1％公 債 費 比 率

92.4％87.2％92.8％

建設事業費建設事業費
6.7％6.7％

公債費公債費
14.1％14.1％

維持補修費0.9％維持補修費0.9％積立金等6.0％積立金等6.0％

物件費物件費
12.7％12.7％

扶助費扶助費
13.2％13.2％

繰出金繰出金
10.2％10.2％

人件費人件費
22.2％22.2％

補助費等補助費等
14.0％14.0％

建設事業費
6.7％

公債費
14.1％

維持補修費0.9％積立金等6.0％

物件費
12.7％

扶助費
13.2％

繰出金
10.2％

人件費
22.2％

補助費等
14.0％

歳出
町　税町　税
40.7％40.7％

町　債町　債
7.8％7.8％

諸収入他 3.5％諸収入他 3.5％

繰入金 2.2％

繰越金 2.2％繰越金 2.2％

国交付金等国交付金等
34.6％34.6％

県支出金 5.7％県支出金 5.7％

町　税
40.7％

町　債
7.8％

分担金・負担金1.6％
使用料・手数料1.7％

諸収入他 3.5％

繰入金 1.2％
繰越金 3.2％

国交付金等
34.6％

県支出金 5.7％

6,5766,576
　　百万　　百万歳入

一般会計歳入 56億9,001万円、歳出 55億5,426万円

町債（借金）の概要 （各年度末３月31日決算）

年度末の下水道事業の借金残高額

町債元金償還額

4億4,293万円5億3,506万円4億8,840万円

年度末の借金残高額

１年間の借金返済額（元金）

町債発行額

平成23年度平成22年度平成21年度

１年間の借金額

説 明

26億2,992万円26億4,320万円25億3,396万円

65億2,991万円67億4,107万円68億3,947万円町債残高額

6億5,409万円6億3,346万円6億5,793万円

下水道事業債残高額

一
般
会
計

基金（貯金）の概要

ある目的を決めて積み立てた貯金

減債基金

4億5,230万円3億6,268万円2億6,262万円

図書館などの公共施設建設用にためた貯金

借金返済用の貯金

財政調整基金

平成23年度平成22年度平成21年度

使い方を特定しない貯金（無くなると災害
等で急に資金が必要になった時に困る）

説 明

公共施設整備基金

7億6,574万円7億8,044万円7億9,914万円その他特定目的基金

26億6,499万円24億2,685万円21億3,266万円合 計

2億6,754万円1億7,748万円7,431万円

11億7,941万円11億 625万円9億9,659万円
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基
山
町
の
固
定
資
産
税
の
課
税
誤
り
が
発

生
し
︑
そ
の
責
任
者
と
し
て
の
町
長
の
責
任

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
︑
町
長
が
自
ら
の
給

料
月
額
の

％
を
３
ヶ

月
間
減
額
す
る
条
例

10

が
可
決
さ
れ
た
︒

こ
の
課
税
誤
り
の
原
因
は
︑
昭
和

年
以

47

降
に
建
築
さ
れ
た
木
造
併
用
住
宅
︵
住
居
と

店
舗
一
緒
の
住
宅
︶
を
平
成

年
の
固
定
資

15

産
税
の
評
価
替
え
で
︑
評
価
額
が
改
定
さ
れ

ず
課
税
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒

当
委
員
会
と
し
て
︑
今
後
二
度
と
課
税
誤

り
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
の
再
発
防
止
策
を

早
急
に
作
成
す
る
よ
う
強
く
要
請
し
た
︒

課
税
誤
り
に
よ
る
返
還
金
の
専
決

処
分
(

補
正
予
算
)

を
承
認

こ
の
固
定
資
産
税
の
課
税
誤
り
に
伴
い
︑

納
税
者
の
方
へ
過
大
に
徴
収
し
た
分
を
返
還

す
る
た
め
の
補
正
予
算
を
専
決
処
分
し
た
議

案
が
承
認
さ
れ
た
︒

な
お
︑
該
当
者

人
に
対
し
還
付
金
７
５

69

７
万
円
と
そ
の
間
の
利
息
１
４
５
万
円
の
支

払
い
を

月

日
ま
で
に
完
了
し
て
い
る
︒

8

24

大
木
町
町
立
図
書
館
を
視
察

図
書
館
建
設
に
つ
い
て
︑
福
岡
県
大
木
町

の
町
立
図
書
館
の
視
察
を
行
っ
た
︒

平
成

年
に
策
定
さ
れ
た
第

次
大
木
町

13

4

総
合
計
画
・
大
木
町
生
涯
学
習
推
進
基
本
計

画
に
﹁
新
た
な
ふ
れ
あ
い
・
交
流
の
拠
点
施

設
﹂
の
設
置
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
︒
そ
の
際

に
行
っ
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
︑
最
も

要
望
が
高
か
っ
た
施
設
整
備
が
図
書
館
建
設

で
あ
っ
た
︒
そ
こ
で
︑
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

の
建
物
を
平
成

年
に
新
図
書
館
と
し
て
改

22

築
さ
れ
た
︒

今
回
の
視
察
で
︑
大
木
町
立
図
書
館
の
建

設
は
︑
町
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
︑

図
書
館
機
能
だ
け
で
は
な
く
図
書
館
内
に
生

涯
学
習
機
能
を
併
設
す
る
な
ど
︑
広
く
町
民

の
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
の
位
置
づ
け
が

貫
か
れ
て
い
る
こ
と
に
共
感
し
た
︒

特
別
支
援
保
育
事
業
補
助
金
の

万
円

89

は
︑
町
内
居
住
の
障
が
い
児
を
保
育
し
て
い

る
町
内
認
可
保
育
施
設
及
び
認
可
外
保
育
施

設
に
対
し
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
︒

対
象
経
費
は
︑
障
が
い
児
保
育
の
保
育
士

人
件
費
︑
保
育
材
料
費
︒
補
助
基
準
は
特
別

児
童
扶
養
手
当
対
象
者
の
保
育
に
月
額
７
万

４
１
４
０
円
︑
特
別
児
童
扶
養
手
当
対
象
者

以
外
の
障
が
い
児
保
育
に
３
万
７
８
２
０
円

補
助
す
る
︒
補
正
の
内
訳
は
２
名
分
で
あ

る
︒

人
と
農
地
プ
ラ
ン
策
定

万
円

12

人
と
農
地
プ
ラ
ン
計
画
策
定
に
つ
い
て
︑

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
︒
委
員

名
︑

13

会
議
３
回
分
で
あ
る
︒
地
域
農
業
の
将
来

︵
人
と
農
地
の
問
題
︶
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
︵
回
収
率

％
︶
を
行
い
︑
現
在
結
果
を

80

分
析
し
て
い
る
︒
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と

後
継
者
不
足
で
︑
遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地

が
増
加
傾
向
に
あ
り
︑
今
後
町
の
農
業
振
興

策
に
な
る
よ
う
に
審
議
し
て
ほ
し
い
と
要
望

し
た
︒

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
助
成
事
業

が
継
続
さ
れ
る

１
９
７
５
万
円

町
民
に
好
評
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
助

成
事
業
補
助
金
１
９
７
５
万
円
は
︑
平
成
24

年
度
に
１
３
０
０
万
円
︑

年
度
に
６
７
０

25

万
円
が
補
助
さ
れ
る
︒
補
正
の
内
訳
は

戸
79

分
で

戸
は
先
着
順
と
し
︑
残
り

戸
は
抽

50

29

選
と
す
る
︒

﹁
老
人
憩
の
家
﹂
を
視
察

老
人
憩
の
家
の
建
物
及
び
利
用
状
況
を
視

察
し
た
︒
建
物
の
外
観
は
き
れ
い
に
塗
装
補

修
さ
れ
て
い
た
︒
内
部
は
浴
室
︑
ト
イ
レ
の

改
修
工
事
で
使
い
や
す
く
な
っ
て
お
り
︑
お

年
寄
り
に
は
喜
ば
れ
て
い
る
︒
利
用
状
況
は

各
部
屋
満
員
で
︑
玄
関
付
近
ま
で
手
芸
教
室

な
ど
に
使
用
さ
れ
て
お
り
︑
部
屋
が
不
足
し

て
い
る
︒
今
後
高
齢
者
が
増
加
す
る
が
︑
定

員
オ
ー
バ
ー
と
な
り
か
ね
な
い
︒
ど
う
対
応

す
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
︒

ま
た
施
設
の
老
朽
化
の
問
題
も
あ
り
︑
部

屋
の
空
調
機
が
運
転
し
な
い
と
き
が
あ
る
の

で
早
急
に
修
理
す
る
よ
う
に
要
望
し
た
︒

課
税
誤
り
に
伴
い
町
長
の
給
料
を
減
額

課
税
誤
り
に
伴
い
町
長
の
給
料
を
減
額

総
務
文
教
常
任
委
員
会

特
別
支
援
保
育
事
業
に
補
助

特
別
支
援
保
育
事
業
に
補
助厚

生
産
業
常
任
委
員
会▲老人憩の家

▲大木町町立図書館
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意見書等の結果

採択
(全員賛成)

国益を守るために国境となる離島の保全・振興、無人島と
なっている国境の島の適切な管理を進めていく必要があ
り、その実現を速やかに進めるよう強く求める。

（提出者…品川義則、鳥飼勝美）

尖閣諸島の実行支配
を推進するための法
整備を求める意見書

採択
(全員賛成)

被災自治体に対する復興費への各種施策、2013年地方財政
計画の策定、地方交付税の総額確保等、地方財政予算全体
の安定確保に向けて対策を求める。

（提出者…重松一徳、品川義則）

地方財政の充実・強
化を求める意見書

全国森林環境税創設促進議員連盟
会長 板 垣 一 徳

地球温暖化対策に関
する「地方財源を確
保・充実する仕組み」
の構築を求める意見
書の採択について

採択
(全員賛成)

内 容 ・ 提 出 者件 名 結 果区 分

玄海原発プルサーマル裁判の会
代表 石 丸 初 美

玄海原発の再稼働に
関する要請書

全議員に
配布

北朝鮮に拉致された日本人を救出する佐賀の会設立準備会
代表 大 島 一 政

拉致問題意見書決議
可決に関する陳情

陳

情

等

平成18年以降、政府は被害者救出に取り組んでいるが具体
的成果をあげることができていない。金正恩政権に圧力を
かけ今年を勝負の年として、全ての拉致被害者を早急に救
出するよう強く要望する。

（提出者…品川義則、鳥飼勝美）

北朝鮮による日本人
拉致問題の早期解決
を求める意見書

意

見

書

決
算
特
別
委
員
会
で
は
︑
平
成

年
度
一

23

般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
︑
後
期
高
齢
者
医

療
︑
下
水
道
の
特
別
会
計
の
決
算
に
つ
い
て

審
査
を
行
っ
た
︒
審
査
は
歳
入
歳
出
決
算

書
︑
主
要
な
施
策
の
成
果
説
明
書
︑
事
業
評

価
説
明
書
︑
歳
入
歳
出
決
算
審
査
意
見
書
に

基
づ
き
行
っ
た
︒

道
路
新
設
改
良
工
事

今
年
度
は
２
路
線
︵
城
戸
１
号
線
と
本
桜
・

城
の
上
線
︶
の
道
路
新
設
改
良
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
︒
以
前
は
複
数
の
道
路
事
業
が
同

時
に
行
わ
れ
て
い
た
︒
２
路
線
し
か
施
行
し

な
い
こ
と
の
根
拠
に
つ
い
て
質
し
た
と
こ

ろ
︑
１
つ
の
事
業
に
時
間
が
か
か
り
︑
財
政

の
こ
と
も
考
え
て
現
在
は
２
路
線
ま
で
だ
と

考
え
て
い
る
と
の
説
明
で
あ
っ
た
︒
平
成
25

年
度
に
城
戸
１
号
線
の
工
事
が
完
了
す
る
の

で
︑
平
成

年
度
か
ら
白
坂
︑
久
保
田
２
号

26

線
に
着
手
し
た
い
と
の
説
明
を
受
け
た
︒

投
資
的
経
費

歳
出
の
状
況
で
︑
投
資
的
経
費
が
平
成
22

年
度
に
比
べ
︑
１
億
５
４
５
７
万
円
︵
２
９
・

４
％
︶
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
︑
総

合
計
画
で
は
い
く
つ
か
の
新
規
事
業
を
進
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
︒
し
か
し
現
在
は
新

た
な
事
業
が
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
と

質
し
た
と
こ
ろ
︑
公
営
住
宅
や
橋
梁
等
の
長

寿
命
化
計
画
策
定
な
ど
や
っ
て
お
り
︑
新
規

事
業
を
す
る
認
識
は
あ
る
︒
補
助
制
度
の
活

用
を
考
え
︑
進
め
て
い
き
た
い
と
の
説
明
を

受
け
た
︒

使
用
料
の
見
直
し
は

町
民
会
館
及
び
体
育
施
設
の
指
定
管
理
事

業
に
対
し
︑
長
年
使
用
し
て
い
る
の
で
施
設

の
更
新
に
費
用
が
か
か
る
時
期
に
き
た
︒
ま

た
平
成

年
度
に
指
定
管
理
の
委
託
期
限
が

25

切
れ
る
こ
と
も
あ
り
︑
使
用
料
の
見
直
し
に

つ
い
て
質
し
た
と
こ
ろ
︑
具
体
的
に
は
ま
だ

検
討
し
て
い
な
い
と
の
説
明
だ
っ
た
︒

下
水
道
の
今
後
の
見
通
し
は

公
共
下
水
道
事
業
全
体
計
画
の
今
後
の
見

込
み
を
質
し
た
︒
公
共
下
水
道
は
平
成

年
13

度
か
ら
事
業
を
開
始
し
て
︑

年
以
上
が
経

10

過
し
︑
２
５
５
・
８

の
認
可
区
域
の
面
整

ha

備
も
完
了
し
た
︒
残
り
の
区
域
を
ど
う
す
る

の
か
検
討
し
て
い
る
︒
地
域
ご
と
に
︑
公
共

下
水
道
で
進
め
る
の
か
︑
合
併
浄
化
槽
に
す

る
の
か
費
用
対
効
果
を
比
較
し
て
決
定
し
て

い
く
と
の
説
明
だ
っ
た
︒
こ
れ
は
住
民
に

と
っ
て
重
要
な
事
項
で
あ
り
︑
方
針
が
決
定

し
た
場
合
は
住
民
や
議
会
に
詳
し
く
報
告
す

る
よ
う
要
望
し
た
︒

白
坂
・
久
保
田

号
線
は
平
成

年
度
か

2

26

白
坂
・
久
保
田

号
線
は
平
成

年
度
か

2

26

ら
着
手
予
定

ら
着
手
予
定

決
算
特
別
委
員
会
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11名が町政を問う

一般質問
　一般質問とは、議員が町政について自由に質問
をすることをいいます。質問する項目は事前に通
告します。一般質問の方法は議会ごとに取り決め
をしますが、基山町の場合は、制限時間は一人70
分以内とし、「一問一答方式」を採用しています。
　これは、時間内であれば納得がいくまで何度で
も質問できる方式です。議員が町政の疑問を問い
質します。皆さんも傍聴にお越しください。

答

監
理
不
行
き
届
き
で
責

任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
る
︒

私
の
給
料
月
額
の

％
を

10

３
ヶ

月
間
減
額
す
る
︒

地
域
担
当
職
員
制
度
は
、

機
能
し
て
い
る
の
か

問

小
森
町
長
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
︑

地
域
の
自
治
活
動
を
支
援

し
︑
行
政
と
地
域
の
パ
イ
プ

役
を
果
た
す
た
め
︑
今
年
６

月
か
ら
全

区
に
各
３
人
の

17

町
職
員
を
配
置
し
て
い
る

が
︑
そ
の
活
動
状
況
が
全
く

見
え
て
こ
な
い
︒
各
自
治
会

か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
支
援
す

る
と
い
う
体
制
で
は
な
い
の

か
︒
積
極
的
に
各
自
治
会
へ

情
報
提
供
や
支
援
等
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
︒

答

地
域
担
当
職
員
の
通
常

業
務
に
支
障
を
き
た
す
と
考

え
て
積
極
的
な
活
動
は
行
っ

て
い
な
か
っ
た
︒
今
後
は
主

な
業
務
を
明
示
し
て
︑
各
自

治
会
へ
の
情
報
提
供
や
支
援

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
︒

問

本
町
の
税
務
行
政
上
︑

前
代
未
聞
の
固
定
資
産
税
の

過
大
課
税
は
な
ぜ
起
こ
っ
た

の
か
︒

答

昭
和

年
以
降
に
建
築

47

さ
れ
た
木
造
併
用
住
宅
︵
住

居
と
店
舗
が
一
緒
の
住
宅

等
︶
を
平
成

年
の
固
定
資

15

産
税
の
評
価
替
え
で
︑
評
価

額
が
改
定
さ
れ
ず
︑
誤
っ
た

評
価
額
で
課
税
さ
れ
て
い
た

も
の
で
あ
る
︒

問

課
税
誤
り
に
対
す
る
︑

納
税
者
へ
の
対
応
は
ど
う
し

た
の
か
︒

答

納
税
義
務
者

人
の
方

69

に
７
月

日
か
ら
︑
お
詫
び

31

と
経
過
説
明
の
た
め
訪
問
し

た
︒
８
月

日
ま
で
に
還
付

24

金
７
５
７
万
円
と
そ
の
間
の

利
息
１
４
５
万
円
の
支
払
い

を
完
了
し
て
い
る
︒

問

こ
の
問
題
に
対
す
る
︑

町
長
の
監
督
責
任
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
︒

や
よ
い
が
丘
温
泉
周
辺
の

道
路
整
備
を
実
施
せ
よ

問

｢
や
よ
い
が
丘
温
泉
｣
が

来
年
７
月
に
三
ヶ

敷
地
区
に

完
成
す
る
が
︑
そ
の
周
辺
の

町
道
三
ヶ

敷
村
中
線
は
︑
未

舗
装
で
道
路
中
央
に
は
擁
壁

痕
が
あ
り
︑
危
険
極
ま
り
な

い
︒
な
ぜ
町
道
の
改
良
を
行

わ
な
い
の
か
︒

答

こ
の
町
道
の
整
備
は
︑

地
権
者
の
協
力
が
頂
け
れ
ば

終
点
側
か
ら
整
備
す
る
方
向

で
検
討
す
る
︒

問

こ
の
周
辺
は
︑
基
山

町
・
鳥
栖
市
の
高
校
生
の
通

学
道
路
と
な
っ
て
い
る
が
︑

防
犯
灯
が
全
く
設
置
さ
れ
て

い
な
い
︒
早
急
に
設
置
す
べ

き
で
は
な
い
か
︒

答

現
在
の
と
こ
ろ
設
置
計

画
は
な
い
︒
し
か
し
︑
温
泉

施
設
が
完
成
し
た
後
︑
必
要

で
あ
れ
ば
設
置
の
計
画
を
し

た
い
︒

固
定
資
産
税
の
課
税
誤
り
は

な
ぜ
起
き
た
の
か

鳥
飼

勝
美
議
員

▲造成中の温泉施設
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問

こ
れ
を
機
に
防
災
だ
け

の
課
題
解
決
で
は
な
く
︑
市

民
参
加
︑
生
活
情
報
の
告
知

な
ど
投
資
的
資
金
を
活
用
す

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
︒

答

現
段
階
で
は
︑
そ
こ
ま

で
考
え
て
い
な
い
︒

問

機
能
別
消
防
団
の
活
用

と
は
︑
Ｏ
Ｂ
の
活
用
と
考
え

て
い
い
か
︒

答

ま
ず
は
︑
団
員
の
確
保

が
前
提
だ
が
︑
そ
こ
と
併
せ

て
検
討
す
る
︒
Ｏ
Ｂ
の
災
害

時
の
支
援
と
考
え
て
い
る
︒

問

機
能
別
消
防
団
の
一
種

で
あ
る
基
山
町
内
に
勤
務
さ

れ
る
勤
務
地
消
防
団
に
つ
い

て
の
検
討
は
ど
う
す
る
か
︒

答

消
防
委
員
会
で
事
案
に

挙
が
っ
て
い
る
が
︑
企
業
の

協
力
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
︒

そ
こ
も
併
せ
て
検
討
す
る
︒

問

災
害
対
策
本
部
を
設
置

す
る
意
義
は
︒

答

通
常
業
務
よ
り
優
先
さ

せ
る
た
め
︒
土
木
︑
農
林
︑

避
難
な
ど
８
班
で
構
成
︒

問

消
防
団
員
は
濁
流
の
脇

で
土
の
う
積
み
な
ど
を
行

う
︒
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の

支
給
を
早
急
に
検
討
す
べ
き
︒

答

消
防
委
員
会
と
も
調
整

し
︑
検
討
す
る
︒

問

緊
急
告
知
・
防
災
ラ
ジ

オ
を
基
本
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
設
置
を
︒

答

防
災
行
政
無
線
で
は
︑

台
風
や
大
雨
時
に
聞
き
取
り

に
く
く
な
っ
て
お
り
︑
何
ら

か
の
対
応
が
必
要
と
考
え
て

い
る
︒
防
災
ラ
ジ
オ
も
含
め

た
検
討
を
す
る
︒

問

機
能
別
消
防
団
の
設
置
は

答

関
係
機
関
と
話
し
合
う

久
保
山
義
明
議
員

基
肄
城
築
城

１
３
５
０
年
祭
に
向
け
て

問

１
３
５
０
年
祭
の
概
要

は
︒

答

今
年
８
月
に
大
野
城

市
・
太
宰
府
市
と
共
に
実
行

委
員
会
設
立
準
備
会
に
出
席

し
た
が
詳
細
は
決
ま
っ
て
い

な
い
︒
平
成

年
に
１
３
５

27

０
年
祭
の
年
を
迎
え
る
︒

問

佐
賀
県
へ
の
働
き
か
け

や
広
域
だ
け
で
な
く
︑
町
独

自
で
も
行
う
予
定
か
︒

答

詳
細
が
決
ま
り
次
第
︑

県
に
は
協
力
を
仰
ぎ
た
い
︒

町
で
は
ま
ず
山
城
サ
ミ
ッ
ト

の
誘
致
を
検
討
し
た
い
︒

問

町
民
か
ら
は
今
特
訓
中

の
創
作
劇
の
山
頂
公
演
な
ど

の
意
見
も
あ
る
が
︒

答

私
個
人
的
に
は
前
向
き

に
考
え
た
い
︒

問

日
本
最
古
の
山
城
で
あ

り
︑
国
土
防
衛
の
最
前
線
で

あ
っ
た
基
肄
城
を
含
め
た
一

連
の
史
跡
群
を
世
界
遺
産
に
︒

答

ま
ず
は
︑
地
域
住
民
の

機
運
づ
く
り
を
行
う
︒
そ
の

た
め
に
も
︑
教
育
の
面
か
ら

取
り
組
ん
で
い
く
︒

教
室
に
も
早
く
付
け
て
ほ
し

い
︒

答

現
在
の
と
こ
ろ
視
野
に

入
っ
て
い
な
い
︒

問

来
年
度
か
ら
付
け
て
ほ

し
い
が
︑
ど
う
か
︒

答

も
し
可
能
で
あ
れ
ば
︑

来
年
度
工
事
に
つ
い
て
検
討

し
︑
次
の
年
に
付
け
た
い
︒

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
し

て
の
改
善
を

問

基
山
町
循
環
バ
ス
検
討

委
員
会
は
町
に
対
し
て
４
つ

の
要
望
を
報
告
し
て
い
る
︒

そ
れ
を
受
け
て
︑
検
討
結
果

を
示
せ
︒

答①
児
童
送
迎
を
見
直
し
て
︑

朝
８
時
台
を
増
便
し
た
︒

②
有
料
化
に
つ
い
て
は
﹁
地

域
公
共
交
通
会
議
﹂
を
開

い
て
検
討
し
た
い
︒

③
運
行
回
数
・
路
線
の
見
直

し
は
今
後
も
検
討
し
て
い

く
︒

問

近
隣
の
学
校
で
は
熱
中

症
対
策
・
学
習
環
境
整
備
を

目
的
に
エ
ア
コ
ン
が
次
々
に

設
置
さ
れ
て
い
る
︒
昨
年
９

月
議
会
で
基
山
町
も
付
け
て

ほ
し
い
と
検
討
を
お
願
い
し

た
︒
そ
の
検
討
さ
れ
た
内
容

は
ど
う
か
︒

答

近
隣
の
調
査
・
室
温
の

測
定
・
職
員
へ
の
聞
き
取
り

等
を
検
討
し
た
︒

問

設
置
の
た
め
の
試
算
は

さ
れ
て
い
る
か
︒

答

中
３
の
教
室
に
つ
け
る

場
合
の
試
算
を
し
て
い
る
︒

１
教
室
２
０
０
万
円
か
か
る
︒

問

嬉
野
市
は

教
室
に
１

80

億
７
９
６
万
円
の
事
業
費
で

今
年
か
ら
付
け
ら
れ
た
︒
単

純
に
計
算
す
る
と
︑
１
３
５

万
円
ほ
ど
だ
か
︒
特
別
支
援

問

普
通
学
級
に
エ
ア
コ
ン
を

答

中
３
教
室
か
ら
付
け
た
い

大
山

勝
代
議
員

④
改
定
し
た
路
線
図
と
時
刻

表
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全

世
帯
に
配
布
し
た
︒
町
民

の
利
用
を
促
し
た
い
︒

問

循
環
バ
ス
は
町
内
を

回
っ
て
い
く
の
で
︑
時
間
が

か
か
り
す
ぎ
る
︒
見
直
し

て
︑
利
便
性
の
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
に
な
ら
な
い
か
︒

答

運
行
ル
ー
ト
を
見
直

し
︑
今
の
１
台
で
効
率
よ
く

運
行
で
き
な
い
か
検
討
す

る
︒

要
望

み
や
き
町
は
︑
昨
年

１
年
間
で
検
討
さ
れ
た
結

果
︑
今
年
６
月
の
補
正
予
算

で
２
台
分
・
改
造
費
で
１
２

０
０
万
円
が
可
決
︒

月
か

10

ら
運
行
開
始
と
な
っ
た
︒
毎

日
運
行
し
て
ほ
し
い
の
が
町

民
の
願
い
だ
︒
そ
の
た
め
に

は
２
台
に
し
て
ほ
し
い
︒

▲普通教室にエアコンを
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を
行
い
最
低
限
度
の
生
活
を

保
障
す
る
と
と
も
に
︑
自
立

を
す
る
た
め
の
援
助
を
受
け

ら
れ
る
﹂
と
し
た
国
民
の
権

利
で
あ
る
︒
し
っ
か
り
堅
持

し
て
い
く
︒

問

マ
ス
コ
ミ
は
︑
人
気
芸

人
の
母
親
の
扶
養
義
務
を
問

題
に
し
て
い
る
が
︑
親
族
の

扶
養
義
務
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
︒

答

親
族
の
扶
養
義
務
は
生

活
保
護
の
要
件
と
な
っ
て
い

な
い
︒

下
が
る
所
得

重
い
国
保
税

所
得
百
万
円
未
満
が
過
半
数

問

基
山
町
の
国
保
世
帯
の

職
業
別
構
成
は
︑
年
収
２
０

０
万
円
以
下
の
非
正
規
労
働

者
と
年
金
受
給
者
が
大
多
数

を
占
め
︑
所
得
は
１
０
０
万

円
未
満
が
過
半
数
︑
１
５
０

万
円
未
満
も
含
め
れ
ば
約
７

割
︒
こ
の
こ
と
は
国
保
加
入

者
は
低
所
得
者
が
多
数
を
占

め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は

問

今
年
に
な
っ
て
餓
死
︑

孤
立
死
が
増
え
て
い
る
︒
例

え
ば
︑
札
幌
市
︑

歳
の
姉

42

︵
病
死
︶
と

歳
の
障
が
い

40

を
持
つ
妹
の
凍
死
な
ど
︒
生

活
保
護
を
受
け
る
こ
と
な

く
︑
体
が
衰
弱
し
︑
餓
死
に

至
っ
て
い
る
︒
と
こ
ろ
が
︑

マ
ス
コ
ミ
で
は
全
体
の
わ
ず

か
０
・
４
％
と
い
わ
れ
る
不

正
受
給
だ
け
を
問
題
に
し
︑

﹁
生
活
保
護
を
も
っ
と
厳
し

く
し
ろ
﹂
と
い
う
よ
う
な
扱

い
方
は
問
題
だ
︒

そ
も
そ
も
生
活
保
護
制
度

と
は
何
か
︒

答

憲
法
の
﹁
国
民
は
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
﹂

に
基
づ
き
︑
生
活
保
護
法
に

﹁
国
が
生
活
に
困
っ
て
い
る

方
々
に
対
し
て
そ
の
困
窮
の

程
度
に
応
じ
︑
必
要
な
保
護

問

生
活
保
護
制
度
と
は
何
か

答

憲
法
に
保
障
さ
れ
た
国
民
の
権
利

松
石

信
男
議
員

な
い
の
か
︒

答

そ
の
と
お
り
だ
︒

問

所
得
１
５
０
万
円
未
満

で
は
正
規
保
険
証
が
な
い
世

帯
が
約
７
割
を
占
め
て
お

り
︑
国
保
税
を
払
い
た
く
て

も
払
え
な
い
実
態
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
︒

答

確
か
に
所
得
額
と
比
例

し
て
︵
正
規
保
険
証
で
な
い
︶

短
期
保
険
証
世
帯
が
あ
る
︒

国
保
税
の
負
担
軽
減
を

問

所
得
に
対
す
る
国
保
税

負
担
は
２
割
と
な
っ
て
い

る
︒
﹁
国
保
税
が
高
い
﹂
と

い
う
声
が
出
る
の
は
当
た
り

前
だ
︒
全
国
的
に
は
国
保
加

入
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
に

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て

支
援
を
し
て
い
る
が
︑
基
山

町
は
な
さ
れ
て
い
な
い
︒
税

金
を
払
っ
て
い
る
の
は
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
だ
け
で
は
な
い
︒

年
金
生
活
者
な
ど
も
払
っ
て

い
る
︒
そ
の
み
ん
な
の
税
金

を
町
民
の
命
と
健
康
を
守
る

た
め
に
使
う
の
は
当
た
り
前

で
は
な
い
か
︒

答

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
る
と
い
う
の
は
ど
う
か
︒

考
え
る
必
要
が
あ
る
︒

修
不
能
は
２
戸
︑
要
撤
去
は

な
い
︒

問

空
き
家
対
策
と
し
て
︑

町
は
持
ち
主
と
協
議
し
︑
不

動
産
業
者
と
連
携
を
取
り
︑

町
外
か
ら
の
若
い
人
の
入
居

の
手
伝
い
を
し
て
空
き
家
率

を
下
げ
る
対
策
を
︒

答

本
町
の
不
動
産
情
報
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
査
し

た
︒
１
戸
建
て
に
限
る
と
売

買
物
件
と
借
家
物
件
を
合
わ

せ
て
︑

件
程
度
で
空
き
家

20

対
策
と
し
て
特
に
対
策
を
必

要
と
す
る
状
況
に
は
な
い
︒

問

新
興
住
宅
団
地
は
︑
空

き
家
が
増
加
傾
向
に
あ
る
︒

空
き
家
管
理
条
例
を
町
は
早

急
に
制
定
し
て
は
︒

答

県
東
部
で
空
き
家
対
策

勉
強
会
が
行
わ
れ
て
い
る
︒

当
町
も
条
例
化
を
目
指
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
︒

県
道

号
線
県
境
の
旧
料

17

金
所
跡
地
の
利
用
は

問

平
成

年
５
月
９
日
に

19

問

基
山
町
の
空
き
家
は
︑

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
を

要
因
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ

る
︒
町
は
今
回
各
区
の
空
き

家
状
況
調
査
を
区
長
へ
依
頼

さ
れ
た
が
︑
そ
の
内
容
及
び

目
的
は
何
か
︒

答

空
き
家
調
査
は
︑
管
理

に
１
年
以
上
来
ら
れ
な
い
家

等
を
調
査
し
︑
今
年
８
月
21

日
に
提
出
し
て
も
ら
っ
た
︒

ま
た
こ
の
調
査
の
目
的

は
︑
佐
賀
県
東
部
地
区
で
の

空
き
家
対
策
勉
強
会
が
あ

り
︑
そ
の
資
料
に
す
る
た
め

で
あ
る
︒

問

町
内
で
老
朽
化
し
て
放

置
さ
れ
た
空
き
家
は
何
戸
あ

る
か
︒

答

１
年
以
上
管
理
さ
れ
て

い
な
い
と
思
わ
れ
る
空
き
家

は
︑

戸
で
︑
改
修
不
用
は

13

８
戸
︑
要
改
修
は
３
戸
︑
改

空
き
家
対
策
、

管
理
条
例
の
制
定
を

林

博
文
議
員

通
行
無
料
に
な
り
５
年
が
経

過
し
︑
い
ま
だ
に
放
置
さ
れ

て
い
る
︒
基
山
管
内
に
あ
る

こ
の
施
設
に
つ
い
て
︑
町
で

何
か
利
用
計
画
を
考
え
て

は
︒

答

特
に
町
で
は
計
画
は
な

い
が
︑
佐
賀
県
で
非
常
駐
車

帯
と
し
て
利
用
の
予
定
が
あ

る
よ
う
で
︑
建
物
は
す
べ
て

解
体
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
︒

や
よ
い
が
丘
温
浴
施
設
の

建
設
に
つ
い
て

問

平
成

年
９
月
に
進
出

20

協
定
が
町
と
締
結
さ
れ
︑
大

幅
に
遅
れ
て
い
る
が
︑
オ
ー

プ
ン
時
期
は
い
つ
か
︒

答

平
成

年
６
月
に
完
工

25

し
︑
７
・
８
月
に
開
業
の
予

定
と
の
こ
と
︒

▲工事が進む温泉施設「山楽」
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答

近
接
す
る
商
業
地
へ
の

ア
ク
セ
ス
向
上
と
︑
災
害
時

に
分
散
し
て
避
難
で
き
る
な

ど
住
民
の
利
便
性
向
上
に
つ

な
が
る
︒

問

周
辺
︵
高
速
道
路
ボ
ッ

ク
ス
の
道
路
幅
員
の
拡
幅
・

三
国
踏
切
・
団
地
内
の
道
路
︶

の
環
境
整
備
・
安
全
対
策
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
︒

答

今
の
と
こ
ろ
特
段
の
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
が
︑
住

民
の
要
望
が
あ
れ
ば
︑
適
切

に
対
処
し
て
い
く
︒

問

今
後
の
手
順
は
︒

答

平
成

年
度
の
早
い
時

25

期
に
説
明
会
を
開
催
し
︑
住

民
の
意
見
を
聞
き
た
い
と
考

え
て
い
る
︒

要
望

交
通
量
調
査
等
の
具

体
的
ア
ク
シ
ョ

ン
を
速
や
か

に
起
こ
し
て
欲
し
い
︒

た
︑
家
庭
と
の
連
携
に
も
力

を
入
れ
︑
学
力
向
上
へ
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
︒

問

町
で
の
い
じ
め
の
現
状

を
示
せ
︒

答

平
成

年
度
に
小
学
校

23

０
件
︑
中
学
校
２
件
︒
平
成

年
度
は
８
月
ま
で
小
中
と

24も
０
件
で
あ
る
︒

問

﹁
い
じ
め
の
な
い
学
校
﹂

と
﹁
起
こ
っ
た
時
に
速
や
か

に
適
切
な
対
処
を
行
っ
た
学

校
﹂
の
ど
ち
ら
を
評
価
す
る

か
︒

答

実
際
的
に
は
後
者
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
︒

問

小
中
一
貫
教
育
を
検

討
・
調
査
し
︑
取
り
入
れ
て

い
く
考
え
は
な
い
か
︒

答

連
携
型
の
教
育
の
内
容

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
︒

白
坂
・
久
保
田
２
号
線
の

工
事
に
つ
い
て

問

目
的
・
必
要
性
を
示
せ
︒

問

教
育
長
に
就
任
し
て
１

年
５
ヶ

月
︒
現
在
の
所
感
を

示
せ
︒

答

教
育
に
関
し
て
町
民
の

意
識
が
高
く
︑
特
に
町
内
の

各
団
体
の
青
少
年
育
成
に
関

し
て
深
く
携
わ
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
は
感
謝
し

て
い
る
︒
そ
の
他
各
種
の
行

事
が
︑
住
民
参
加
型
で
行
わ

れ
て
お
り
素
晴
ら
し
い
と

思
っ
て
い
る
︒
学
校
教
育
の

学
力
の
向
上
︑
生
涯
教
育
の

更
な
る
充
実
︑
基
肄
城
史
跡

の
内
外
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
︒

問

学
力
を
伸
ば
す
た
め
の

具
体
的
な
施
策
は
︒

答

学
習
意
識
を
高
め
︑
効

率
良
く
学
習
を
進
め
︑
そ
れ

を
繰
り
返
す
こ
と
で
基
本
の

定
着
を
図
っ
て
い
く
︒
ま

問

小
中
一
貫
教
育
の
検
討
を

答

一
貫
で
は
な
く
連
携
の
充
実
を

河
野

保
久
議
員

い
か
︒

答

調
査
等
に
は
多
額
の
費

用
が
掛
か
る
と
い
う
こ
と
も

あ
る
︒
説
明
会
で
は
道
路
の

必
要
性
︑
目
的
を
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
︑
前
回
の
反

省
を
踏
ま
え
誠
意
を
持
っ
て

説
明
す
る
︒

信
号
機
移
設
費
は
ど
こ
が

問

三
ヶ

敷
地
区
温
泉
施
設

﹁
山
楽
﹂
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

ど
こ
か
︒

答

弥
生
が
丘
北
交
差
点

︵
鳥
栖
市
︶
か
ら
温
泉
施
設

へ
連
絡
す
る
道
路
は
町
道
柚

比
北
部
１
号
線
で
あ
る
︒

問

信

号

機

が

あ

る

が
︑

立
っ
て
い
る
箇
所
は
基
山
町

内
か
︒

答

鳥
栖
市
で
あ
る
︒

問

温
泉
施
設
が
で
き
れ
ば

道
路
が
拡
幅
さ
れ
る
が
︑
信

号
機
の
移
転
費
用
は
︑
ど
こ

が
出
す
の
か
︒

答

移
転
を
す
る
基
山
町
に

原
因
者
負
担
が
あ
る
︒
た
だ

し
信
号
機
設
置
時
に
基
山
町

へ
確
認
も
な
く
納
得
で
き
な

い
部
分
が
あ
る
の
で
︑
今
後

も
県
警
等
と
協
議
を
し
て
い

く
︒

大
震
災
以
来
︑
佐
賀
県
は
自

主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
を

進
め
︑
地
域
防
災
の
充
実
･

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒

防
災
研
修
・
防
災
訓
練
補
助

制
度
を
活
用
で
き
な
い
か
︒

答

防
災
力
の
向
上
に
つ
い

て
は
︑
他
市
町
に
お
い
て
区

長
に
研
修
会
を
受
講
さ
せ
る

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
︒
本
町
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
︒
消
防
総
合
訓
練
の

開
催
周
期
も
短
く
な
る
の
で

活
用
し
て
い
き
た
い
︒

白
坂
・
久
保
田
２
号
線
工
事

早
期
に
説
明
会
を

問

工
事
計
画
の
説
明
会
は

い
つ
開
く
の
か
︒

答

平
成

年
度
の
早
い
時

25

期
に
説
明
会
を
開
催
し
︑
住

民
の
意
見
を
伺
い
た
い
︒

問

説
明
会
を
開
催
す
る
な

ら
︑
測
量
設
計
等
計
画
の
詳

し
い
説
明
資
料
を
住
民
に
提

示
し
な
け
れ
ば
理
解
を
得
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な

問

現
在
の
消
防
団
員
の
就

業
形
態
は
被
雇
用
者
１
４
１

人
︑
自
営
業
者
９
人
︑
家
族

従
事
者

人
︑
そ
の
他

人

14

22

と
な
っ
て
い
る
︒
平
日
や
︑

大
規
模
災
害
発
生
時
に
出
動

は
無
理
で
は
な
い
か
︒
ま

た
︑
消
防
団
員
確
保
も
困
難

な
状
況
に
あ
る
︒
自
主
防
災

組
織
︑
機
能
別
消
防
団
制
度

を
図
れ
な
い
か
︒

答

団
員
確
保
に
苦
労
し
て

い
る
の
は
認
識
し
て
い
る
︒

根
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ

る
︒
機
能
別
消
防
団
に
つ
い

て
は
Ｏ
Ｂ
団
員
等
︑
自
主
防

災
組
織
と
し
て
は
町
内
の
企

業
で
組
織
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
の
で
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
︒

問

行
政
区
︑
行
政
組
合
が

昔
と
違
い
一
体
感
が
薄
れ
て

き
て
い
る
︒
昨
年
の
東
日
本

機
能
別
消
防
団
制
度
で

消
防
力
の
低
下
を
防
げ

品
川

義
則
議
員

▲暗くて狭い高速道路ボックス
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課
で
︑
実
施
さ
れ
た
土
砂
災

害
防
止
に
関
す
る
危
険
箇
所

の
現
地
調
査
の
結
果
と
危
険

箇
所
の
対
応
は
ど
う
す
る
の

か
︒

答

今
回
の
現
地
調
査
は
︑

予
備
調
査
で
あ
る
︒
こ
の
調

査
を
基
に
危
険
箇
所
区
域
ご

と
に
地
域
住
民
の
方
に
本
調

査
に
向
け
た
説
明
会
が
計
画

的
に
実
施
さ
れ
る
︒
本
調
査

の
結
果
を
受
け
て
土
砂
災
害

防
止
法
に
よ
り
危
険
度
に
応

じ
て
土
砂
災
害
警
報
区
域
と

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の

指
定
が
行
わ
れ
る
︒

町
道
の
未
舗
装
箇
所
の

整
備
を
い
そ
げ

問

道
路
条
例
の
町
道
の
種

類
と
総
距
離
数
は
︒
そ
の
う

ち
未
舗
装
は
ど
の
く
ら
い

か
︒

答

道
路
条
例
で
は
町
道
の

種
類
は
１
級
町
道
︑
２
級
町

道
︑
３
級
町
道
で
あ
る
︒
１

級
町
道
総
距
離

㎞
︑

級

25

2

７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
に

よ
る
県
内
被
害
は
農
林
水

産
︑
土
木
関
係
の
被
害
額
は

億
３
６
０
０
万
円
を
上

21回
っ
た
と
発
表
し
た
︒

問

町
内
の
発
生
件
数
及
び

被
害
額
は
い
く
ら
か
︒

答

公
共
土
木
施
設
被
害

ヶ

所
で
８
０
０
万
円
︒
田

28畑
の
表
土
流
出
︑
農
林
道
の

崩
壊
が
８
ヶ

所
で
１
４
０
０

万
円
で
あ
る
︒

問

土
砂
災
害
警
戒
情
報
発

令
が
他
市
町
村
に
比
べ
て
遅

か
っ
た
が
︑
こ
の
警
戒
情
報

は
ど
の
よ
う
に
し
て
発
令
さ

れ
る
の
か
︒

答

注
意
報
や
警
報
は
︑
気

象
庁
よ
り
発
令
さ
れ
る
︒

問

月
下
旬
に
鳥
栖
土
木

3

事
務
所
と
ま
ち
づ
く
り
推
進

防
災
情
報
は

ど
う
伝
わ
っ
た
の
か

木
村

照
夫
議
員

町
道
総
距
離

㎞
は
す
べ
て

30

舗
装
済
み
︒
３
級
町
道
は
総

距
離

㎞
で
未
舗
装
は

㎞

86

14

あ
る
︒

要
望

優
先
順
位
を
つ
け
て

進
め
て
ほ
し
い
︒

問

宮
浦
地
区
の
才
の
上

︵
基
山
共
同
乾
燥
場
裏
︶
～

塚
原
線
に
通
じ
る
道
路
の
整

備
・
舗
装
は
ど
う
な
っ
た
か
︒

答

道
路
及
び
橋
梁
の
新

築
︑
改
築
︑
改
良
︑
災
害
復

旧
等
の
工
事
に
関
す
る
規
程

に
基
づ
く
補
助
で
の
整
備
が

計
画
さ
れ
て
い
た
が
︑
地
権

者
の
同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
平
成

年
度

23

に
断
念
さ
れ
た
と
承
知
し
て

い
る
︒
補
修
に
つ
い
て
は
板

柵
及
び
砕
石
の
散
布
を
今
年

も
予
定
し
て
い
る
︒

学
校
の
人
事
権
は
教
育
委
員
会

に
あ
る
︒
管
理
職
経
験
の
な
い

方
が
学
校
の
教
諭
の
服
務
監
督

す
る
の
は
︒

答

会
社
の
経
営
者
︑
大
学
の

先
生
︑
保
護
者
の
代
表
等
多
種

の
方
を
含
む
と
多
く
の
意
見
が

入
る
︒

問

昔
は
卒
業
式
に
学
術
優

秀
︑
体
力
優
秀
︑
皆
勤
賞
等
が

あ
っ
た
︒
今
は
一
切
な
い
︒
努

力
し
て
登
校
し
て
も
︑
勉
強
し

て
も
一
切
認
め
な
い
の
が
現
況

だ
︒
学
力
を
下
げ
る
一
因
で
は

な
い
か
︒

答

今
は
特
定
の
者
を
評
価
せ

ず
皆
で
認
め
合
う
考
え
方
だ
︒

問

人
は
認
め
ら
れ
る
と
向
上

心
が
上
る
︒
教
諭
に
ラ
フ
な
服

装
が
多
い
︒
教
諭
の
権
威
の
低

下
が
学
力
の
低
下
に
影
響
す
る

の
で
は
︒

答

服
装
は
謙
虚
に
受
け
止
め

る
︒

問

基
山
町
史
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
を
中
学
生
等
に
配
っ
た
︒

誤
り
︑
校
正
ミ
ス
が
散
見
さ
れ

る
︒
修
正
を
出
さ
な
い
か
︒

答

検
討
し
た
い
︒

問

図
書
館
建
設
等
に
関
す
る

町
の
考
え
は
︒

答

検
討
委
員
会
に
お
願
い
す

る
︒

意
見

大
事
な
視
点
は
人
口
減

少
の
歯
止
め
︑
町
の
発
展
に
資

す
る
政
治
的
思
考
だ
︒

問

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
は
リ
ー

ダ
ー
が
力
を
失
っ
た
時
の
状
態

だ
︒
舵
取
り
が
で
き
ず
住
民
に

お
任
せ
状
態
だ
︒

答

私
の
考
え
を
ス
ト
レ
ー
ト

に
出
す
の
が
良
い
か
疑
問
だ
︒

問

議
員
が
住
民
の
声
だ
と
議

会
で
要
求
を
す
る
︒
基
山
町
の

計
画
的
な
発
展
が
崩
れ
る
︒
計

画
の
重
要
性
は
意
識
し
て
い
る

か
︒

答

計
画
の
必
要
性
は
考
え
て

い
る
︒

問

公
共
下
水
道
区
域
と
そ
れ

以
外
と
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
公

平
性
は
︒

答

公
共
下
水
道
の
整
備
が
出

来
な
い
区
域
の
合
併
浄
化
槽
の

維
持
管
理
の
補
助
を
検
討
す

る
︒

問

町
有
の
合
併
浄
化
槽
を
貸

し
出
す
案
は
︒

答

市
町
村
型
合
併
浄
化
槽
を

言
っ
て
い
る
と
思
う
が
︑
こ
れ

か
ら
研
究
し
て
い
く
︒

問

現
在
の
日
本
の
元
凶
は
占

領
基
本
政
策
の
３
Ｒ
・
５
Ｄ
・

３
Ｓ
だ
︒
最
初
の
Ｒ
は
リ
ベ
ン

ジ
︵
復
讐
︶
だ
︒
こ
れ
に
基
づ

き

年
に
教
育
基
本
法
が
出
来

23
た
︒
教
育
委
員
会
も
出
来
た
︒

問

私
は
町
長
懇
談
会
で

ヶ

13

区
で
住
民
の
意
見
を
傍
聴
し

た
︒
危
機
意
識
に
欠
け
る
︒
町

の
力
が
落
ち
て
い
る
︒
小
森
町

政
で
人
口
が
減
っ
た
等
の
意
見

が
出
た
が
︒

答

人
口
減
は
非
常
に
頭
が
痛

い
︒

問

合
併
に
つ
い
て
判
断
す
る

デ
ー
タ
が
無
い
と
い
う
意
見
が

圧
倒
的
に
多
い
︒
町
政
運
営
の

方
策
は
︒

答

合
併
に
関
す
る
情
報
は
今

後
出
す
︒
絶
対
大
丈
夫
だ
と
い

う
方
策
は
な
い
︒

問

鳥
栖
市
職
員
は
４
２
９
人

︵
市
民
千
人
当
り
約
６
人
︑
ラ

ス
パ
イ
レ
ス
指
数

・
２
︶
︑
基

99

山
町
職
員
は
１
４
３
人
︵
町
民

千
人
当
り
約
８
人
︑
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数

・
３
︶
だ
︒
基
山

99

町
は
行
政
効
率
が
悪
い
︒
住
民

の
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
︒
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
は
︒

答

一
般
的
に
は
大
衆
迎
合
と

い
う
︒ 小

森
町
政
に
つ
い
て
問
う

片
山

一
儀
議
員

▲大雨による町内の被害
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答

体
験
農
園
・
ふ
れ
あ
い

農
園
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン

農
園
が
あ
り
︑
農
作
業
の
体

験
が
で
き
る
︒

中
学
校
保
健
体
育
で
の
武

道
必
修
化
に
つ
い
て

問

必
修
化
し
た
剣
道
に
つ

い
て
︑
授
業
内
容
を
簡
潔
に

示
せ
︒

答

立
礼
や
座
礼
な
ど
の
礼

法
︑
竹
刀
の
安
全
な
扱
い
方

を
学
習
し
た
後
︑
足
さ
ば
き

等
の
基
本
動
作
︑
基
本
打
突
︑

最
終
的
に
安
全
面
に
配
慮
し

て
試
合
を
行
う
︒

時
間
程

10

度
の
学
習
に
な
る
が
︑
礼
儀

正
し
い
態
度
︑
安
全
に
気
を

配
る
こ
と
を
重
視
し
な
が
ら

活
動
す
る
こ
と
を
学
ば
せ

る
︒

問

防
具
の
補
修
費
用
や
新

規
購
入
は
ど
の
よ
う
に
決
め

て
い
る
の
か
︒

答

い
た
み
が
激
し
い
防
具

に
つ
い
て
は
授
業
に
支
障
が

問

農
業
振
興
に
向
け
て
具

体
的
な
取
り
組
み
は
︒

答

農
業
が
厳
し
い
状
況
に

直
面
し
て
い
る
中
で
︑
基
本

と
な
る
人
と
農
地
の
問
題
を

一
体
的
に
解
決
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
た
め
︑
そ
れ
ぞ
れ

の
集
落
・
地
域
で
話
し
合
い

を
行
い
︑
人
・
農
地
プ
ラ
ン

を
作
成
し
て
い
く
︒

問

現
在
︑
農
業
の
理
解
を

深
め
る
た
め
に
ど
ん
な
こ
と

を
し
て
い
る
か
︒

答

若
基
小
と
基
山
小
で
︑

米
作
り
に
お
け
る
田
植
え
や

稲
刈
り
を
実
際
に
体
験
し
︑

農
業
へ
の
関
心
を
高
め
て
い

る
︒

問

基
山
町
で
の
農
業
体
験

を
す
る
と
し
た
ら
ど
ん
な
こ

と
が
可
能
か
︒

な
い
よ
う
随
時
買
い
換
え
を

し
て
い
く
︒

問

防
具
の
維
持
管
理
の
方

法
は
ど
う
し
て
い
る
か
︒

答

学
習
の
始
ま
る
前
に
︑

体
育
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
干

し
︑
使
用
後
も
体
育
館
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
並
べ
て
保
管
し
て

い
る
︒
感
染
症
の
流
行
が
予

想
さ
れ
る
時
は
︑
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
す
る
こ
と
を
予
定
︒

自
然
災
害
発
生
時
の
対
応

に
つ
い
て

問

緊
急
速
報
メ
ー
ル
開
始

以
降
に
配
信
し
た
情
報
は
あ

る
か
︒

答

発
信
は
な
い
︒

問

Ｍ
Ｃ
Ａ
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
た
無
線
シ
ス
テ
ム
の
活

用
状
況
は
︒

答

台
風
や
大
雨
等
の
自
主

避
難
情
報
︑
行
方
不
明
者
の

安
否
情
報
︑
選
挙
に
関
す
る

情
報
︑
東
日
本
大
震
災
の
支

援
物
資
依
頼
情
報
︑
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
タ
情
報
等
︒

農
業
振
興
の
取
り
組
み
に
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
を
生
か
せ

牧
薗

綾
子
議
員

を
策
定
し
︑
開
発
行
為
を
行

う
べ
き
で
は
︒

答

今
後
も
流
通
・
工
場
団

地
と
し
て
需
要
が
増
す
と
予

想
さ
れ
る
の
で
︑
地
権
者
の

意
向
も
参
考
に
し
な
が
ら
検

討
し
た
い
︒

問

町
道
﹁
日
渡
長
野
線
﹂

延
伸
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
︒

答

こ
れ
も
地
域
の
考
え
を

伺
い
な
が
ら
︑
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
︒

問

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

地
権
者
や
地
域
の
意
向
・
考

え
を
聞
く
の
か
︒

答

今
後
具
体
的
に
検
討
し

た
い
︒

問

こ
の
問
題
は
も
う
何
年

も
前
か
ら
の
検
討
課
題
だ
︒

対
応
が
遅
い
︒
現
在
︑
地
権

者
の
個
人
開
発
で
大
型
ト

ラ
ッ
ク
の
駐
車
場
に
な
っ
て

い
る
︒
地
権
者
や
地
域
で
会

合
が
開
か
れ
た
ら
町
長
は
出

席
す
る
か
︒

答

そ
う
い
う
機
会
が
あ
れ

ば
出
席
す
る
︒

問

町
道
﹁
日
渡
長
野
線
﹂

都
市
計
画
区
域
の
見
直
し

と
道
路
行
政
に
つ
い
て

問

残
存
農
地
が

あ
る

32
ha

と
言
わ
れ
て
い
る
が
︑
用
途

別
区
域
内
の
ど
こ
に
あ
る
の

か
︒

答

第
１
種
低
層
住
宅
地

６
・
５

︑
第
１
種
中
高
層

ha

住
宅
地
５
・
４

︑
第
１
種

ha

住
宅
地

・
３

︑
工
場
地

11

ha

域
８
・
９

で
あ
る
︒

ha

問

市
街
化
区
域
面
積
４
４

８

に
占
め
る
残
存
農
地
面

ha
積
は
７
・
１
％
︑
一
方
鳥
栖

市
は
８
・
５
％
あ
る
︒
残
存

農
地
が
多
く
あ
る
と
い
う
理

由
が
都
市
計
画
見
直
し
の
障

害
に
な
っ
て
い
る
と
の
認
識

は
間
違
っ
て
い
な
い
か
︒

答

県
の
言
い
分
は
残
存
農

地
に
あ
る
が
︑
地
区
開
発
も

含
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
︒

問

長
野
地
区
の
地
区
計
画

問

長
野
地
区
を
市
街
化
区
域
へ

答
地
域
の
考
え
を
伺
い
、
検
討
し
た
い

重
松

一
徳
議
員

延
伸
の
た
め
に
路
線
設
計
調

査
費
を
来
年
度
予
算
に
組
め

な
い
か
︒

答

予
算
付
け
は
確
約
で
き

な
い
が
︑
考
え
て
い
き
た
い
︒

問

町
内
の
都
市
計
画
全
般

の
見
直
し
を
図
る
べ
き
で
は
︒

答

現
状
を
把
握
す
る
た
め

に
都
市
計
画
基
礎
調
査
が
必

要
に
な
る
︒
県
に
実
施
す
る

よ
う
要
望
す
る
︒

問

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

見
直
す
と
い
う
基
本
を
町
は

示
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
︒

答

県
の
許
認
可
で
も
あ
り
︑

県
土
づ
く
り
推
進
課
と
一
緒

に
勉
強
会
も
開
催
す
る
︒

そ
の
他
の
質
問

・
課
設
置
条
例
を
見
直
し

て
︑﹁
協
働
推
進
課
﹂
設
置

の
要
望

・
佐
賀
県
東
部
合
併
問
題

で
︑
任
意
合
併
協
議
会
設

立
の
動
き
が
出
た
場
合
︑

町
民
の
声
を
ど
う
聴
く
の

か
︒

▲長野地区の市街化調整区域
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議
会
改
革
に
対
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

議
会
改
革
に
対
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

調
査
の
目
的

基
山
町
議
会
は
︑
こ
れ
ま
で
も
議
決

機
関
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
町

政
に
対
し
て
の
政
策
提
言
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
︒
地
方
分
権
が
進
展
す

る
な
か
︑
町
長
と
議
会
の
﹁
二
元
代
表

制
﹂
が
改
め
て
問
わ
れ
て
お
り
︑
特
に

住
民
の
代
表
機
関
で
あ
る
議
会
の
機

能
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

こ
の
こ
と
か
ら
平
成

年
３
月
の

24

定
例
会
に
お
い
て
︑
こ
れ
ま
で
の
第
１

次
︑
第
２
次
の
議
会
改
革
で
実
施
で
き

な
か
っ
た
議
会
活
性
化
と
議
会
改
革

を
更
に
推
進
す
る
た
め
︑
﹁
第
３
次
議

会
改
革
特
別
委
員
会
﹂
を
設
置
し
ま
し

た
︒特

別
委
員
会
で
は
︑
町
民
の
皆
さ
ま

の
意
向
・
意
見
を
伺
い
︑
今
後
の
議
会

改
革
に
反
映
し
て
︑
よ
り
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
す
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
︒

そ
の
結
果
︑
３
２
３
人
の
方
か
ら
設

問
へ
の
回
答
の
ほ
か
︑
多
く
の
貴
重
な

ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
︒
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
︒

調
査
方
法

１

調
査
地
域

基
山
町
全
域

２

調
査
対
象
者

基
山
町
の
居
住
す
る
満

歳
上
の
男

20

女

３

調

査

数

１
０
０
７
人

４

抽
出
方
法

住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
抽
出

５

調
査
方
法

調
査
票
を
郵
送
に
よ
り
送
付
・
回
収

６

調
査
期
間

７
月
９
日
～
７
月

日
31

回
収
結
果

１

調

査

数

１
０
０
７

２

回
答
数
︵
率
︶

３
２
３
︵

・

％
︶

32

1

３

未
回
答
数
︵
率
︶

６
８
４
︵

・

％
︶

67

9

結
果
の
概
要
と
議
会
と
し
て
の
コ
メ
ン

ト
は
以
下
の
と
お
り
で
す
︒

あ
な
た
の
年
齢
は

問

20.1％6550 歳 代

25.4％8260 歳 代

23.2％7570歳以上

0.6％2記入なし

9.0％2920 歳 代

構成割合人 数区 分

9.0％2930 歳 代

12.7％4140 歳 代

0 20 40 60 80 100人

82

2

75

65

41

29

記入なし

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代 29

議
会
は
改
め
て
若
い
世
代
と
の
距
離
感
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
︒

・

・

代
の
方
に
議
会
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

20

30

40

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
︒

町
議
会
に
関
心
は
あ
り
ま
す
か

問
構成割合人 数区 分

3.4％11記 入 な し

38.4％124関心がない

58.2％188関心がある

関心がある
58.2%

記入なし
3.4%

関心がない
38.4%

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
る

と
︑
約
６
割
の
方
が
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
︑

回
答
率
︵

・
１
％
︶
を
勘
案

32

す
る
と
関
心
が
高
い
と
は
一

概
に
は
い
え
な
い
︒
今
後
も

高
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
議
会
の
あ
る
べ
き
姿

に
つ
い
て
研
鑽
を
進
め
る
べ

き
で
あ
る
︒

コ
メ
ン
ト

コ
メ
ン
ト
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ある
12.4%

記入なし
0.3%

ない
87.3%

｢
全
部
読
ん
で
い
る
﹂
︑﹁
関
心
が
あ
る
記
事

だ
け
読
む
﹂
を
あ
わ
せ
る
と

％
に
な
る
︒

82

も
っ
と
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
た
め

に
︑
紙
面
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
︑
具
体
的
な
内

容
が
求
め
ら
れ
る
︒

｢
議
会
だ
よ
り
｣

が
重
要
な

情
報
誌
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
認
識
し
︑
今
後
も
内
容
の

充
実
に
努
力
す
る
︒

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
︑

ま
だ
普
及
が
少
な
く
︑
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
と
Ｐ
Ｒ
が

課
題
と
し
て
残
る
︒

基
山
町
議
会
の
会
議
を
傍
聴
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

問
構成割合人 数区 分

0.3％1記入なし

87.3％282な い

12.4％40あ る傍
聴
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は

・
４
％

12

に
と
ど
ま
っ
た
︒
そ
の
内
訳
は
２
～
５
回

が
最
も
多
く
︑
次
い
で
１
回
だ
け
が
多
い
︒

傍
聴
し
た
こ
と
が
な
い
方
は

・
３
％

87

で
︑
そ
の
理
由
と
し
て
は
﹁
勤
務
で
時
間
な

し
﹂
﹁
議
会
だ
よ
り
を
見
る
﹂
が
多
い
︒
議

会
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
努
力
と
︑
よ

り
多
く
の
方
が
傍
聴
で
き
る
よ
う
に
す
る

工
夫
が
︑
議
会
の
課
題
で
あ
る
︒

0 5
記入なし

11回以上

６回～10回

２回～５回

１回

0

２

３

21

14

10 15 20 25人

人

●
傍
聴
し
た
こ
と
が
「
あ
る
」

0 10 20 30 40 50 60 70 80

●
傍
聴
し
た
こ
と
が
「
な
い
」

（
複
数
回
答
可
）

66

24

5
53

53

23

記入なし
その他

議会だよりを見る
面倒である

知らなかった
勤務で時間なし
議会に興味なし 18

あ
な
た
は
議
会
に
関
す
る
情
報
を
ど
の
よ
う
に
し
て
得
て
い
ま
す
か
︵
複
数
回
答
可
︶

問
区 分

16議員のホームページ

166議員個人の議会報告書

7

12

記入なし

町のホームページ

218

8

広報「きやま」

233

その他

議会だより

人 数

0 50 100 150 200 250人
その他

記入なし
議員個人の議会報告書
議員のホームページ
町のホームページ
広報「きやま」

16
166

８
7

12
218
233議会だより

議
会
だ
よ
り
︵
年
４
回
発
行
︶
を
読
ん
で
い
ま
す
か

問
構成割合人 数区 分

3.7％12記入なし

14.3％46読んでいない

56.0％181関心がある記事だけ読む

26.0％84全部読んでいる

全部
読んでいる
26.0%

読んで
いない
14.3%

記入なし
3.7%

関心がある記事だけ読む
56.0%

0 5 10 15 20 25 30 35人

興味がない

記入なし

8

31

２

5その他

議会だよりを知らない
●「
読
ん
で
い
な
い
」
の
理
由

コ
メ
ン
ト

コ
メ
ン
ト

コ
メ
ン
ト

Coffee Break

1010月４日に基山小学校月４日に基山小学校
２年生が生活科の２年生が生活科の
まち探検で役場をまち探検で役場を
訪問しました。訪問しました。

10月４日に基山小学校
２年生が生活科の
まち探検で役場を
訪問しました。
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あ
な
た
は
町
議
会
議
員
に
自
分
の
意
見
や
要
望
を
伝
え
て
い
ま
す
か

問
構成割合人数区 分

5.2％17回 答 な し

79.6％257伝えていない

15.2％49伝えている

伝えている
15.2%

回答なし
5.2%

伝えていない
79.6%

｢
不
満
足
﹂
︑
﹁
分
か
ら
な

い
﹂
が
多
か
っ
た
︒
議
会
だ

よ
り
や
議
員
個
人
の
報
告
書

で
議
会
の
運
営
方
法
︑
議
員

の
役
割
や
業
務
内
容
を
具
体

的
に
町
民
に
発
信
す
る
こ
と

が
最
優
先
で
あ
る
︒
さ
ら
に

議
会
状
況
を
議
員
報
告
会
等

で
町
民
に
知
ら
せ
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
︒

0 20 40 60 80 100人

●「
伝
え
て
い
な
い
」
の
理
由

（
複
数
回
答
可
）

90

44

21
8

58

16

その他
直接役場に行く又は電話する
知っている議員がいない

議員に伝えても実現しない
議員に遠慮して伝えない
伝える手段が分からない
伝える意見・要望がない 83

0 5 10 15 20 25 30 35 40人

●「
伝
え
て
い
る
」
の
方
法

（
複
数
回
答
可
）

12

37

１
7

0
２その他

議員に FAX する

第三者を通して伝える
議員に電話する

議員にメールする

議員に直接言う

町
議
会
議
員
の
活
動
に
満
足
し
て
い
ま
す
か

問

満足
8.4%

分からない
64.4%

回答なし
9.6%

不満足
17.6%

構成割合人 数区 分

9.6％31回 答 な し

64.4％208分からない

17.6％57不 満 足

8.4％27満 足 ｢
伝
え
て
い
な
い
﹂
が
大
半
を
し
め
て
い

る
︒
そ
の
理
由
は
﹁
意
見
・
要
望
が
な
い
﹂
︑

﹁
手
段
が
分
か
ら
な
い
﹂
の
意
見
が
多
か
っ

た
︒
町
民
と
議
員
が
ふ
れ
合
う
機
会
を
増

や
す
こ
と
が
重
要
で
︑
町
民
か
ら
伝
え
る

と
い
う
よ
り
も
︑
議
員
自
身
が
行
動
し
て

意
見
や
要
望
を
聞
き
︑
町
民
の
声
に
耳
を

傾
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
︒

現
在
の
基
山
町
議
会
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
ま
す
か

問

3.7％12回答なし

41.5％134分からない

8.7％28評価しない

40.5％131ある程度評価する

5.6％18評価する

構成割合人 数区 分

｢
あ
る
程
度
評
価
す

る
﹂
と
︑
﹁
分
か
ら
な

い
﹂
が
ほ
ぼ
同
じ
数
で

あ
っ
た
︒
ま
ち
づ
く

り
に
議
会
が
ど
う
関

わ
り
︑
ど
ん
な
仕
事
を

し
て
い
る
の
か
を
︑
議

会

だ

よ

り

の

中

で
︑

も
っ
と
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
伝
え
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
︒

回答なし
3.7%

ある程度
評価する
40.5%

評価しない
8.7%

分からない
41.5%

評価する
5.6%

基
山
町
議
会
に
町
民
の
声
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か

問

4.0％13回答なし

44.9％145分からない

14.2％46反映されていない

34.1％110ある程度反映されている

2.8％9反映されている

構成割合人 数区 分

｢
反

映

さ

れ

て

い

る
﹂
﹁
あ
る
程
度
反
映

さ
れ
て
い
る
﹂
の
４
割

近
い
回
答
に
安
堵
す

る
こ
と
な
く
︑
ア
ン

ケ
ー
ト
の
目
的
の
一

つ
で
も
あ
る
町
民
の

声
を
ど
う
反
映
さ
せ

て
い
く
の
か
︑
方
法
も

含
め
検
討
を
深
め
て

い
く
︒

回答なし
4.0%

ある程度反映
されている　
34.1%

反映されていない
14.2%

分からない
44.9%

反映されている
2.8%

コ
メ
ン
ト

コ
メ
ン
ト

コ
メ
ン
ト

コ
メ
ン
ト
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町
議
会
議
員
の
人
数
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か

問

22.6％73分からない

3.4％11回 答 な し

1.9％6少 な い

32.5％105多 い

39.6％128適 当

構成割合人 数区 分

｢
適
当
﹂
の
回
答
が
ほ

ぼ
４
割
で
あ
っ
た
︒
﹁
多

い
﹂
の
回
答
も
３
割
強

あ
っ
た
︒
議
員
に
対
し
て

ど
う
い
う
活
動
を
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
に
も
耳
を

傾
け
な
が
ら
︑
現
行
の
議

員
数
で
の
議
会
運
営
の
内

容
を
理
解
し
て
頂
く
努
力

を
す
る
︒

分からない
22.6% 適当

39.6%

多い
32.5%

少ない
1.9%

回答なし
3.4%

議
員
報
酬
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か

問

20.1％65分からない

3.7％12回 答 な し

5.9％19少 な い

39.0％126多 い

31.3％101適 当

構成割合人 数区 分

｢
多

い
｣

が

％
︑
｢
適

39

当
｣

と
｢
少
な
い
｣

を
あ
わ

せ
て

％
で
︑
拮
抗
し
て

37

い
る
︒
議
会
運
営
の
進
め

方
や
活
動
状
況
を
町
民
に

見
え
や
す
い
形
で
お
知
ら

せ
で
き
る
よ
う
︑
情
報
公

開
を
進
め
て
い
く
︒

分からない
20.1%

適当
31.3%

多い
39.0%

少ない
5.9%

回答なし
3.7%

基
山
町
議
会
の
改
革
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か

問

3.4％11回 答 な し

構成割合人 数区 分

45.5％147分からない

6.5％21必 要 な い

44.6％144必要である

必要である
44.6%

分からない
45.5%

回答なし
3.4%

必要ない
6.5%

具
体
的
改
革
内
容
の

項
目
の
う
ち
上
位
５

10

項
目
は
以
下
の
と
お
り
で
す
︒

①
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
の
開
催

②
議
会
の
政
策
立
案
機
能
を
高
め
る

③
議
会
の
審
査
機
能
・
監
視
機
能
の
強
化

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
議
会
の
中
継
を
行
う

⑤
議
員
の
資
質
を
高
め
る
た
め
研
修
を
充
実

さ
せ
る

自
由
記
述
欄
の
新
た
な
改
革
項
目
と
し
て
は
︑

・
長
期
任
期
の
制
限

・
一
般
質
問
・
議
案
審
議
の
あ
り
方

・
視
察
研
修
の
あ
り
方

な
ど
が
あ
っ
た
︒

ご
承
知
の
よ
う
に
基
山
町
議
会
は
現
在
第
３

次
の
改
革
を
順
次
進
め
て
い
る
︒
右
に
あ
る
改

革
項
目
と
町
民
の
意
見
等
を
参
考
に
︑
今
後
も

議
会
の
機
能
強
化
に
努
め
て
い
く
︒

コ
メ
ン
ト

コ
メ
ン
ト

コ
メ
ン
ト
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基
山
町
議
会
に
対
す
る
ご
意
見
︑
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
記
入
し
て
く
だ
さ
い

問
多
数
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒
こ
こ
で
は
︑
い
た
だ
い
た
94

件
の
う
ち
議
会
改
革
関
連
の
意
見

件
の
み
︑
原
文
の
ま
ま
紹
介
し
ま
す
︒

29

町
執
行
部
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
は
執
行
部
に
お
届
け
し
ま
す
︒
議
会
及
び
議
員
に

対
す
る
ご
意
見
は
︑
し
っ
か
り
受
け
止
め
ま
す
︒

町
民
の
皆
様
が
︑
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を
ご
覧
頂
き
︑
よ
り
一
層
の
ご
指
導
を
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
︒

な
お
︑
町
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
︑
ア
ン
ケ
ー
ト
の
全
容
を
掲

載
い
た
し
ま
す
︒

こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

⑴

休
日
議
会

・
休
日
議
会
の
回
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
︒

・
日
曜
日
に
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
︑
も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
︒

・
土
曜
日
︑
日
曜
日
の
議
会
は
︑
今
後
様
子
を
見
な
が
ら
廃
止
さ
れ
て
も
い
い
と
思
う
︒

・
休
日
議
会
は
や
め
て
欲
し
い
︵
職
員
の
方
は
休
み
が
取
れ
な
い
の
で
は
︶

⑵

広

報

・
議
会
審
議
後
の
情
報
開
示

・
文
書
だ
け
で
な
く
図
式
化
さ
れ
た
分
か
り
易
い
報
告
を
希
望
す
る
︒

・
議
会
で
の
討
議
内
容
は
正
確
に
町
民
に
伝
え
る
︒

・
高
齢
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
か
メ
ー
ル
が
出
来
な
い
人
の
事
も
分
か
っ
て
︵
情
報
発

信
を
し
て
︶
欲
し
い
︒

⑶

広

聴

・
個
人
の
意
見
を
述
べ
る
機
会
が
無
く
︑
方
法
も
知
ら
な
い
の
で
︑
定
期
的
で
も
不
定
期

で
も
︑
意
見
を
述
べ
る
手
段
を
設
け
て
欲
し
い
で
す
︒

・
町
民
の
意
見
を
広
く
取
り
入
れ
る
機
会
を
作
っ
て
ほ
し
い
︒
気
楽
に
出
来
る
手
段
と
し

て
広
報
︑
議
会
だ
よ
り
等
に
︑
直
接
議
会
に
届
く
は
が
き
等
を
付
け
て
下
さ
れ
ば
気
付

い
た
時
に
書
い
て
投
函
出
来
る
と
思
う
︒
電
話
が
苦
手
な
方
も
い
る
で
し
ょ
う
か
ら
︒

・
税
金
の
使
い
方
は
議
会
で
決
め
ら
れ
て
い
る
た
め
︑
一
個
人
が
意
見
を
述
べ
る
の
は
難
し

い
状
況
で
す
︑
納
税
し
た
税
金
の
使
い
方
に
意
見
が
言
え
る
事
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
︒

⑷

開
か
れ
た
議
場

・
町
民
に
気
軽
に
議
場
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
︒

⑸

町
議
会
議
員
の
人
数

・
議
員
の
定
数
を
ま
ず
少
な
く
す
る
︒

・
議
員
数
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
︑
半
分
位
で
良
い
の
で
は
な
い
か
︒
議
員
は
各
区

の
代
表
で
は
な
く
住
民
の
代
表
で
あ
る
︒
各
区
の
代
表
は
各
区
区
長
で
あ
る
︒
︵
区
の

利
害
が
議
員
と
絡
ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
不
信
感
が
あ
る
︶

・
議
員
定
数
が
多
す
ぎ
る
︒

・
町
議
員
が
多
す
ぎ
る
︒

・
議
員
定
数
の
見
直
し
︵
削
減
方
針
︶

・
議
員
が
多
い
の
は
問
題
︒
他
の
市
町
と
比
較
し
て
は
ど
う
か
︒

・
人
口
が
減
っ
て
い
る
の
で
議
員
も
少
数
精
鋭
で
︒

・
１
９
９
０
年
と
現
在
の
議
員
数
は
同
じ
か
︒
多
い
の
で
は
︒
２
／
３
へ
︒

・
区
毎
に
一
人
が
望
ま
し
い
が
︑
頭
数
を
そ
ろ
え
て
も
︵
多
数
で
は
︶
会
議
の
決
断
に
時

間
が
か
か
る
事
も
あ
る
し
︑

人
で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
︒

10

⑹

議
員
報
酬

・
議
員
報
酬
が
実
働
に
と
も
な
っ
て
い
る
も
の
な
の
か
︒

・
議
員
を
副
業
的
に
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
︒
報
酬
は
現
在
の
半
額
で
も
多
過
ぎ
る

︵
時
間
給
に
す
る
位
の
改
革
を
し
て
欲
し
い
︶
︒

・
議
員
報
酬
は
日
当
制
へ
変
更
す
る
︒

・
議
員
は
名
誉
職
で
あ
る
の
で
︑
議
員
報
酬
は
必
要
な
経
費
で
実
施
す
べ
き
で
す
︒

⑺

ア
ン
ケ
ー
ト

・
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
大
変
有
意
義
と
思
い
ま
す
︒

・
今
回
の
様
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
年
に
何
回
か
や
っ
て
ほ
し
い
︒

⑻

そ
の
他

・
資
質
を
高
め
る
た
め
の
研
修
は
必
要
な
し
︒
ほ
か
に
手
段
は
あ
る
︒

・
基
山
町
活
性
化
策
や
人
口
増
等
の
具
体
策
を
各
議
員
に
出
さ
せ
︑
具
体
策
の
担
当
を
決

め
活
動
さ
せ
る
︒
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議長交際費の公表（平成24年７月〜９月）議長交際費の公表（平成24年７月〜９月）

43,0001 16,940

支出の相手方及び行事名等支出金額（円）

年度累計額（円）

支出種別

年度累計件数合計額（円）合計件数

8/22 総務文教常任委員会視察研修土産3,000接 遇

議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
広広広広広広広広広広
報報報報報報報報報報
研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修
会会会会会会会会会会
がががががががががが

議
会
広
報
研
修
会
が

議
会
広
報
研
修
会
が

開開開開開開開開開開
かかかかかかかかかか
れれれれれれれれれれ
まままままままままま
しししししししししし
たたたたたたたたたた

開
か
れ
ま
し
た

開
か
れ
ま
し
た

先
日
町
村
議
会
議
長
会
が
主
催
す
る
広
報
研
修
会
が
あ
り

ま
し
た
︒
﹁
誰
の
た
め
の
議
会
広
報
か
～
伝
え
︑
伝
わ
る
表

現
作
法
﹂
と
題
し
て
︑
熊
日
新
聞
社
の
方
の
講
演
の
後
︑
6

町
か
ら
出
さ
れ
た
広
報
紙
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
あ
り
ま
し
た
︒

そ
し
て
︑
講
師
と
パ
ネ
リ
ス
ト

人
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ

3シ
ョ

ン
で
し
た
︒
そ
の
中
で

私
は
議
会
改
革
と
議
会
だ
よ

り
作
成
の
留
意
点
な
ど
を
報

告
を
し
ま
し
た
︒

月
議
会
は
ま
た
土
曜
日

12
の
休
日
議
会
を
開
催
し
ま
す
︒

師
走
の
多
忙
な
日
々
で
す
が
︑

多
く
の
方
が
議
会
に
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
︒

︵
委
員
長

大
山
勝
代
︶

※
こ
の
日
程
は
予
定
で
あ
り
、
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平
成

年

月
議
会
会
期
日
程
︵
案
)

24

12
本
会
議

木

12

20

曜
日

議
事
内
容

月

備

考

日

水

1319

委
員
長
報
告
、
討
論
、
採
決

18

常
任
委
員
会
︵
調
整
︶

委
員
会

議
案
審
議
・
委
員
会
付
託

本
会
議

月

17

常
任
委
員
会

委
員
会

木火

14

一
般
質
問

本
会
議

土

15

休
会

日

16

一
般
質
問

本
会
議

金

本
会
議

会
期
決
定
・
提
案
理
由
説
明
等

前号の訂正とお詫び

前号（No42）で３ページ及び４

ページの国民健康保険特別会計

補正予算の金額に誤りがありま

したのでお詫びして訂正させて

いただきます。

(誤） 2,136万円

(正） 213万円

12月9日㈰ ふれあいフェスタ

での公演に向けて練習中の創作

劇。タイトルは「こころつないで

∼基肄城に秘められたおもい∼」

現代の子ども達があるきっかけ

で1350年前の時代にタイムス

リップし、基肄城築城に至った歴

史を体感し、平和の大切さや自分

の目標を見出す物語。

今、子ども達は一生懸命に練習

を重ねています。この町立小中学

校合同による取り組みには、演技

指導をしていただく方や舞台関係

など多くのボランティアの方々に

よって支えられています。

表紙 Pick Up!表紙 Pick Up!
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